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おかやま「年越し派遣村」からの教訓と今後の要請 
記 

１．岡山市および全国の「年末年始・生活総合相談」事業の実施状況を正確に集

約し数字等を発表すること。同時にその成果・問題点を明らかにすること。 

２．増え続ける住居喪失者への支援を強化すること。そのため、 

①「ホームレス対策予算」の増額を実現するため補正予算を組むこと。 

②今年の年末年始に向けて「公設派遣村」の設置を検討すること。 

３．政治災害という今日の雇用破壊の状況を勘案して、生活保護費については全

額を国の負担とすることを国に要請すること。 

４．2009 年 10 月からスタートした「第2のセーフティネット」の柱と言われて

いる「住宅手当緊急措置事業」に関して、 

①現在までの利用状況について明らかにすること（目標と到達点） 

②現在までに明らかになった問題点・運用上の改善点を明らかにすること 

③貸付制度ではなく、「給付制」を基本とした求職者支援制度を早急に国に要請す

ること。 

５．日常的な「ワンストップ・サービス」の構築を行うよう国・県に働きかける

こと。特に実施機関の枠を超えた「総合相談機能」を確立することをめざして、

ハローワークや福祉事務所の定員を大幅に引き上げることを国に要請すること。

６．雇用対策を抜本的前進させるため、 

①中小企業対策を充実させること 

②岡山市が率先して雇用創出するよう努力すること。 

７．貧困・困窮者対策について 

①岡山市と民間・ＮＰＯなどでこの問題にとりくんでいる団体との定期懇談を行

うこと 

②行政と民間団体が協力してとりくみを前進できるしくみを作ること。 

以上

 

「パーソナル・サポート（個別支援）・サービス」とは？ 

○利用者に対して、「パーソナル・サポーター」が、個別的（マン・ツー・マン原則）かつ継

続的に、相談・カウンセリングや各サービスに〈つなぎ〉、また〈もどす〉役割を担う。 

・「パーソナル・サポーター」の養成システムのあり方は、諸外国の事例も参考に検討。 

・ＮＰＯや専門学校等教育機関、福祉関係機関等とも連携して人材育成について相当な能力・

実績を有する者を確保する。 

○行政や制度の「縦割り」を乗り越え（「連携」を超えた「一定の権限付与」が不可欠）、地

域で制度横断的な支援体制を作る必要がある。 

ら
み
て
、
ま
だ
支
援
を
強
化
す

る
必
要
性
が
大
き
い
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。
岡
山
市
も
生
活
保

護
の
申
請
が
依
然
と
し
て
増
え

て
い
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。
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度
、
懇
談
を
実
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岡
山
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は
、
派
遣
・
労
働
者

支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い

る
「
シ
ェ
ル
タ
ー
」
の
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用
状

況
を
再
度
、
把
握
し
て
、
補
正

予
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め
て
い
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め
て
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に
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は
、
雇
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対
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中
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と
な
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
を
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認
し
ま
し
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新
た
な
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策
に
つ
い
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国
は
、
昨
年
度
の
貧
困
・
困

窮
者
対
策
の
目
玉
と
し
て
実
施

さ
れ
た
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ

ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、
昨
年
度

の
教
訓
と
し
て
、
必
要
な
人
へ

の
「
周
知
が
遅
れ
た
こ
と
」

「
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
応

じ
た
相
談
に
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
た
こ
と
」
な
ど
か
ら
、
今

後
、
政
府
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
対
策
チ
ー
ム
で
や
り
方
を

研
究
し
て
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
確
立
す

る
方
向
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
住

居
の
確
保
も
従
来
の
緊
急
対

策
か
ら
「
離
職
者
対
策
」
に
あ

ら
た
め
て
い
く
と
し
て
い
ま

す
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お
か
や
ま
年
越
し
派
遣
村 

２
０
０
９
年
に
東
京
で

実
施
さ
れ
た「
年
越
し
派
遣

村
」
に
続
き
、
２
０
１
０
年

度
も
全
国
で「
年
末
年
始
の

生
活
総
合
相
談
」が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。厚
生
労
働
省
の

調
査
で
は
、何
ら
か
の
対
策

を
実
施
し
た
地
方
自
治
体

は
、１
９
４
自
治
体
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。 

岡
山
市
で
は
、
派
遣･
労

働
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
１

２
月
２
９
日
か
ら
１
月
３

日
に
か
け
て
「
大
供
公
園
」

で「
お
か
や
ま
年
越
し
派
遣

村
」
を
実
施
。
マ
ス
コ
ミ
で

報
道
さ
れ
、６
日
間
で
入
村

者
は
延
べ
２
３
６
人
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
３
２
４
人
、
カ
ン

パ
は
３
６
万
円
を
超
え
る
な

ど
、
市
民
の
方
の
関
心
の
高
さ

と
協
力
で
大
き
な
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
岡
山

市
の
協
力
で
、
派
遣
村
に
「
入

村
」
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
の
宿

泊
を
確
保
す
る
と
と
も
に
正
月

元
旦
か
ら
生
活
保
護
の
申
請
が

受
理
さ
れ
る
な
ど
貴
重
な
教
訓

も
得
ま
し
た
。 

７
項
目
の
要
請 

そ
の
後
、
２
０
１
０
年
度
に

な
っ
て
も
、
相
変
わ
ら
ず
、
派

遣
・
労
働
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が

確
保
し
て
い
る
「
シ
ェ
ル
タ
ー｣

は
、
常
に
満
室
の
状
態
が
続
き
、

岡
山
市
が
委
託
し
て
い
る
「
ホ

ー
ム
レ
ス
対
策
事
業
」
の
シ
ェ

ル
タ
ー
も
同
様
の
状
態
で
す
。

し
か
し
、
岡
山
市

は
、
新
年
度
に
な
っ

て
ホ
ー
ム
レ
ス
対
策

事
業
は
延
長
し
た
も

の
の
、
肝
心
の
予
算

措
置
は
、
昨
年
度
と

同
じ
で
、
こ
の
間
の

実
態
に
見
合
っ
た
状

況
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
派

遣
・
労
働
者
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
７
項

目
の
要
請
を
岡
山
市
に
対
し
て

行
い
７
月
１
３
日
に
懇
談
を
実

施
し
ま
し
た
。（
具
体
的
な
要
請

項
目
は
裏
面
参
照
） 

生
活
保
護
は
拡
大
・
国
へ
の
要
望

も 

岡
山
市
は
、
今
回
の
要
請
の
な

か
で
最
も
重
要
な
課
題
（
増
え
続

け
る
住
居
喪
失
者
へ
の
支
援
を

強
化
す
る
こ
と
＝
①
「
ホ
ー
ム
レ

ス
対
策
予
算
」
の
増
額
を
実
現
す

る
た
め
補
正
予
算
、
②
今
年
の
年

末
年
始
に
向
け
て
「
公
設
派
遣

村
」の
設
置
検
討
）に
つ
い
て
は
、

そ
の
意
義
は
認
め
つ
つ
も
、
可
視

化
さ
れ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
数
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
、
政
府
の
エ

コ
カ
ー
減
税
な
ど
で
一
部
に
景

気
回
復
の
兆
候

も
あ
る
な
ど
と

し
て
補
正
予
算

の
請
求
は
厳
し

い
見
通
し
で
あ

る
と
回
答
し
ま

し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、

参
加
者
か
ら
は
、

年
越
し
派
遣
村

の
と
り
く
み
や
、

そ
の
後
の
取
り

組
み
の
実
態
か


